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１ 取組の内容・方法 

子ども達一人一人が、「自分の思いを相手に分かりやすく、自分の言葉で表現し、自分と

友達の考えを比べ、新たな気付きを生み出す」という思考を深めることはもちろん、みん

なで学ぶことの楽しさを感じさせることが、主体的に学び続ける子どもを育てることにつ

ながると考える。言葉で互いに表現し合い、深められる確かな学びの場で、みんなで学ぶ

ことにより、新たな発見をし、思考が深まり、学ぶ楽しさ、達成感・満足感を実感する。

子ども達に「言葉の力」をどのように付けていくのか、また、子ども達の言語生活の

中で、思いや考えを表すのにどのような言葉を選んで表現すればよいかを自分の言葉

で考え、自分の思いをもつ子をどのように育てるかという研究を積み重ねる必要があ

ると感じる。また、次期学習指導要領では、児童が課題の発見と解決に向けて主体的・

対話的に学ぶ学習や、そのための指導の方法などを充実させていく必要があり、授業

改善が望まれている。何より、子どもたちが「話したい！聞きたい！書きたい！読み

たい！」と思えるように、学習を進めることが一番重要である。そこで、一人一人が

自分の思いを主体的に追求し、学びを深めることに重点をおいた国語科の授業研究・単元

づくりの充実を図りたいと考えた。 

 

（１）重点取組 

○付けたい力を明確にし、児童が主体的に 

取り組める意図的な単元構想・・・図１－① 

・付けたい力を明確にし、児童が、自分の思 

いを追求したくなる場とするための単元づく 

りを考えた 

○「わたしなり」の考えをつくる場の設定 

＝一人学び・・・図１－② 

 ・「話し合い」をするためには、まず、自分 

の思いをもたなければならない。国語科では、 

教材文と出あったとき、自分の読みをもつこ 

とが大切である。読みの段階で、自分なりに 

感じたことをつかめていないと、集団で交流 

しても自分の思いを出すことができない。し           図１ 

かし、一人学びの方法を知らなければ一人で読み、自分の思いを生み出すことはでき

ない。授業の中で「一人学び」の方法を知らせ、「一人学び」の場を保証することで、自

分の思いを生み出していく時間を確保する必要がある。そこで、学習の手引きやワーク

シート、学習の足跡の掲示など子ども達が自分の考え（読み）をもつことができるよう

な支援を考えた。 
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○仲間と交流し、深め合う場の設定＝みんな学びと教師の支援・・・図１－③ 

・１時間の授業の中で、「わたしなり」の考え（読み）をもち、それを交流させる場、 

「話し合いの場」を設定した。全員の考えを交流する場である。その中で、教師が「授

業のヤマ」を意識し、児童の思考を深める契機として意図的にゆさぶりをかける。「評価

言」「発問」「板書」など教師が身に付けておかなければならない専門的な力量である。

今までも教師に必要とされた「不易」の授業力であるが、改めて、どのような「ゆさぶ

り」が児童の思考を深める契機となるか、授業実践を通して研究を重ねた。 

 

（２）実践（入門期を中心に） 

①単元構想と導入 

子ども達が意欲をもち続ける、学び続けるための単元構想だが、子ども達が、話した

い、書きたいと思えるような単元を考えてきた。楽しく学習を進めることが一番だが、

学習指導要領で、指導事項を確認し、どんな力を付けるのか、付けなければならないか

を考えておかなければならない。どんな単元にするか決まったら、「導入」が大切だと

考える。教材文を読むことから始めるのではなく、本当に子ども達がわくわくし、早く

やりたいと思えるような導入を考えてきた。 

 

○１年「はなのみち」（写真１・２）                 

入学して初めての物語（文学的な文章）である。まず、どんな「お話」を知っている

か出し合わせた。どの子も読み聞かせてもらったり、自分で読んだりして、いくつかの

「お話」を知っているので、出し合っていくうちに、どんどん発言する子が増えた。「お

話」の内容を話す子もおり、楽しく学習を進めることができた。「お話」を読んで感じ

ることを出し合わせた後、「人や動物（登場人物）、物が出てくること」「お話が順番

に進んでいくこと」「何か出来事があること」などが子ども達から出てくるように誘っ

た。それがいずれ学習する「あらすじ」や物語の「起承転結」につながると考えた。そ

の時に人だけでなく人のように話したり行動したりする動物なども「登場人物」という

ことを押さえた。そして教材文に出あう。文が少ないことと挿絵があることから、「本

文や挿絵を手がかりに想像を広げてお話をふくらませ、音読発表会をしよう。」という

ゴールを設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１【お話を出し合ってまとめた掲示物】   写真２【子どもたちから出た考えやせりふ、文】 

 

 



○１年「くちばし」（写真３・４・５）                

 最初に鳥について知っていることを出し合い、鳥についての関心を高めた。鳥の種類や 

鳥全体に関することが出され、くちばしと羽が 

あるということが出た。そこで、「くちばし」 

を描いてみようと絵を描かせた。子ども達が様 

々な形のくちばしを描いたので、似た形に分類 

すると、「どうして形が違うのか。」という疑 

問が出てきた。「人間なら口だから食べ物に関 

係があるのではないか。」という意見もあり、 写真３【分類したくちばしと出た意見の掲示物】 

「じゃあ、教科書でくちばしのひみつを見付け  

ていこう。」と教材文を読んだ。教材文を読む 

必然性をもたせたのである。教材文を読み、構 

成を確かめ、話題提示の意味、問いと答えがあ 

ることなどについて気付いたことを出し合う時 

間をとった。そして、自分たちも問いと答えを 

作って増やしたいと意欲が高まったところで学 

習のゴールを決めた。教師が考えていたことだ  写真４【初めて読んで出たことをまとめた掲示物】 

が、子ども達自ら考えたという意識をもたせ、  

学習計画を共有した。そして、「ずかんとはど 

んなものか」全員で共通理解し、自分たちの図 

鑑には何を書くのか、教科書で見付けていこう 

とくわしい読みに入った。このように思考のつ 

ながりを大事にしてきた。 

「導入」では、低学年では、「早くやりたい！」 

とわくわくするような関心を高める活動を十分に          写真５【学習計画】 

行い、高学年では、知的な刺激を与えるようにした。例えば、６年「時計の時間と心の時

間」では、まず、時間についての自分の考えを書かせた。教材文を読む前に自分の考えを

書いてみるとその話題について、関心が高まり、教材文を読む必然性が生まれるのである。 

  

②一人学び 

自分の思いをつくるためにまず自分で教材を読むということが大切である。どんな視点

で読むのか、どんなやり方で読むのかを教えないといけない。「はなのみち」では、本文

を正しく視写し、本文と挿絵を手がかりに自分の考えたせりふや文を自由に書かせた。ひ

らがなを学習中だったので、書けない文字は○で書かせひらがなを書いてやりなぞらせた。

ますの中に書いていくと自由に想像を膨らませたことが書きにくい児童もいたので、自由

に書けるようにます目は使わなかった。ます目に正しく書けるようにするためには、国語

ノートに名前を書いたり言葉集めをしたり、丁寧に視写したりさせた。「くちばし」では、

本文の言葉からイメージを広げ書かせる欄を作った。書きにくい児童には書き出しやヒン

トなどを書き入れた個別のワークシートをわたしたり、個別に対話して、本文にサイドラ

インを引いたり書き出しを書いてやったりした。どの子も「書きたい」という思いがある



ので、ヒントが書いてあるワークシートがあると書きやすくなり、どんどん書き込んでい

ける子が増える。何枚か個別の物をわたすと「今日は自分で書く。」という児童も出てき

た。ワークシートを作るときには、教科書本文の言葉や文を「書き抜く」だけでなく、そ

れを根拠にどんなことがわかるのか、イメージできるのかなど「思ったことや気付いたこ

と」を書き入れる欄を作るようにした。 

 

③深め合う場での教師の支援 

１時間の中で必ず児童が「えっ」と立ち止まって考え、思考を深める場面を設定した。

ゆさぶりの発問だけでなく、プリントを配布したり、板書に注目させたり様々な手立てが

考えられる。自分の考えを発言する際、根拠となる言葉だけを話している児童には、理由

も言えるように促している。さらに、詳しく言えるように問い返すことも多い。学習の足

跡を掲示し、視覚的に場面のつながりが確かめられるようにしたり、深める助けになる文

を黒板に掲示したりすることも有効である。 

（例）「はちどりのくちばしがおうむのくちばし 

だったらどうですか。」という発問について 

の話し合いの後、提示した文 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６【深める発問の話し合い後に提示した文を貼った板書（中央上部）】 

２ 取組の成果 

（１） 単元の導入の工夫により、学習のゴールが共有化され、見通しをもち主体的に学

習を進める児童が増えた。 

（２） 児童の実態に応じた言語活動を行うことにより、意欲をもって楽しく学習に取り

組む姿が見られた。 

（３） 一人学びの方法の工夫（ノート、ワークシート）により、言葉に着目した読みを

し、自信をもち、思いを表現する児童が増えた。 

 

３ 課題及び今後の取組の方向 

 主体的に学び続ける子どもを育てることは、本校全教職員で取り組む必要がある。今後

も、言葉にこだわり、言葉を通して一人で読む力を付けるために、一人学びの方法・手引

きの提示の仕方などの研究を深めていきたい。また、子どもたちが互いに練り合い、思考

を深めるために教師はどのようなゆさぶりをかけたらよいのかということを考えていくこ

と、「国語が好き！」という主体的に学ぶ子どもが増えるような単元構想・授業づくりにつ

いての研究を続けていきたい。 

とびながら、はなにくちばしをさしこん

でみつをすいます。くちばしですうのではな

く、ながいしたをくちばしからだしいれして、 

みつをなめます。 


